
書

評

前
川
和
也
・
岡
村
秀
典
編

『
国
家
形
成
の
比
較
研
究
』

寺
前
　
直
人

一
　
国
家
形
成
研
究
と
い
う
枠
組
み

　
国
家
を
論
じ
る
こ
と
、
そ
れ
は
人
文
科
学
、
社
会
科
学
を
問
わ
ず
知
識
人

の
重
大
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
欧
米
列
強
に
対
抗
す
る
た
め
、
早
急
な
近
代

国
家
構
築
を
目
指
し
た
明
治
時
代
以
来
、
国
家
の
あ
り
よ
う
や
そ
の
是
非
は

政
治
家
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
知
識
人
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き

た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
「
国
家
」
の
現
在
的
意
味
は
著
し
く
変
化
、
変

節
を
遂
げ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
、
学
問
分
野
の
み
な
ら
ず
政
治
、
経
済
分

野
に
お
い
て
も
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
意
識
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
現
代
に
お
い
て
、
二
十
代
か
ら
六
十
代
の
各
分
野
の
専
門
家

が
世
界
各
地
の
古
代
国
家
の
形
成
過
程
を
論
じ
た
本
書
は
、
い
み
じ
く
も
今

日
の
国
家
を
め
ぐ
る
苦
悩
と
摸
索
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
と
は
い
え
、
日
本
考
古
学
な
か
で
も
弥
生
、
古
墳
時
代
を
専
門
と
す
る
評

者
に
と
っ
て
、
本
書
掲
載
の
～
八
本
の
論
文
が
取
り
扱
う
地
域
、
時
代
、
対

象
資
料
は
あ
ま
り
に
膨
大
で
あ
り
、
個
々
の
事
実
関
係
を
研
究
史
を
踏
ま
え

て
適
切
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
書
評
で
は
、
前
述

の
問
題
意
識
、
す
な
わ
ち
地
域
や
時
代
、
対
象
資
料
を
超
え
て
共
有
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
論
点
を
抽
出
し
、
本
書
が
意
図
し
た
地
域
や
分
野
の
交
流
と
相

互
比
較
が
生
み
出
し
た
あ
る
い
は
生
み
出
し
う
る
も
の
に
注
目
し
て
、
論
評

を
加
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
本
轡
の
構
成
と
論
点

　
（
一
）
本
書
の
構
成

　
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
は
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
に
お
い
て
前
川
和
也
を
班
長
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
共
同
研
究
「
国

家
形
成
の
比
較
研
究
」
（
二
〇
〇
…
年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月
）
の
成
果

報
告
書
で
あ
る
。

第

　第序
章一
　部文

第第第第第
六五四三二
章章章章章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
　
和
也

　
国
家
の
形
成

中
央
ア
ン
デ
ス
初
期
国
家
の
権
力
基
盤

　
　
　
形
成
期
社
会
と
モ
チ
ェ
の
比
較
を
通
し
て
一

倭
の
国
家
形
成
過
程
と
そ
の
理
論
的
予
察

日
本
列
島
の
武
力
抗
争
と
古
代
国
家
形
成

倭
王
権
と
文
物
・
祭
式
の
流
通

日
本
列
島
の
国
家
形
成
と
宗
教
政
策

朝
鮮
半
島
西
南
部
に
お
け
る

　
古
代
国
家
形
成
過
程
の
諸
問
題

菱下松福関
田垣木永

哲仁武伸雄i
郎志彦哉二

吉
井
　
秀
夫
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評書

式
七
章
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
国
家
形
成

　
　
　
　
　
　
I
l
文
明
の
辺
境
と
し
て
の
北
欧

　
　
第
二
部
　
生
産
と
社
会
編
成

第
八
章
　
シ
ュ
メ
ー
ル
に
お
け
る
都
市
国
家
と
領
域
国
家

第
九
章
　
器
物
の
生
産
・
授
受
・
保
有
形
態
と
王
権

第
～
○
章
　
股
周
時
代
に
お
け
る
畜
産
の
国
家
的
編
成

第
～
｛
章
　
百
姓
の
成
立

角
谷
　
英
則

前
川
　
和
也

森
下
　
章
司

岡
村
　
秀
典

　
　
　
　
　
　
一
中
国
に
お
け
る
国
家
の
形
成
に
よ
せ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
信
一
郎

第
～
二
章
　
古
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
社
会
組
織
の
再
編

　
　
　
　
　
　
一
隅
ア
ヴ
ェ
ス
タ
』
の
記
述
を
申
心
に
－
…
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
山
英
次
郎

　
　
第
三
部
　
空
問
と
王
権

第
～
三
章
　
適
応
と
し
て
の
う
ピ
タ
人
の
拡
散
戦
略
　
　
　
石
村
　
　
智

第
一
四
章
　
国
家
形
成
前
夜
の
遣
跡
動
態

　
　
　
　
　
　
1
－
⊥
暴
都
府
南
部
（
山
城
）
地
域
の
事
例
か
ら
一

面
～
五
章

第
～
六
章

第
｝
七
章

第
｝
八
章

地
域
間
関
係
か
ら
み
た
中
原
王
朝
の
成
り
立
ち

古
墳
文
化
の
領
域
論

王
権
の
空
間
編
成
と
国
家
形
成

　
一
中
国
歴
代
の
城
市
遣
跡
か
ら
1

北
朝
皇
帝
の
行
幸

河西伊
野江藤

淳
史

清
高　

隆

宇
野
　
隆
夫

藤
井
　
律
之

　
本
書
は
、
序
文
と
前
記
の
一
八
本
の
論
文
で
構
成
さ
れ
る
。
対
象
と
す
る

地
域
は
日
本
列
島
が
七
本
、
中
国
が
五
本
と
突
出
し
て
お
り
、
中
東
地
域
が

二
本
、
朝
鮮
半
島
、
中
央
ア
ン
デ
ス
、
南
太
平
洋
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
そ
れ

ぞ
れ
一
本
ず
っ
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
列
島
を
対
象
と
す
る
論
考
七
本
中
実

に
六
本
が
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
を
対
象
と
し
て
い
る
。
考
古
資
料
を
中
心
と

し
た
論
考
が
多
い
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
考
察
が
考
古
資
料
と
文
献
あ
る
い

は
伝
承
や
言
語
資
料
と
い
っ
た
多
角
的
な
資
料
を
踏
ま
え
た
検
討
が
試
み
ら

れ
て
い
る
の
も
本
書
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
二
）
五
つ
の
論
点

　
そ
れ
で
は
、
次
の
五
つ
の
視
点
に
基
づ
き
、
本
書
掲
載
の
｝
八
本
の
論
文

相
互
に
共
通
す
る
論
点
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
と
く
に
最
初
の

三
点
は
、
関
論
文
（
第
一
章
）
が
引
用
す
る
ア
ー
ル
の
権
力
ソ
ー
ス
に
関
す

　
　
　
　
　
①

る
三
つ
の
属
性
、
①
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
②
経
済
、
③
戦
争
と
い
う
区
分
を
参

考
と
し
、
後
二
つ
は
④
空
間
と
国
家
、
⑤
共
同
体
と
国
家
、
に
つ
い
て
論
じ

る
こ
と
と
す
る
。

　
論
点
①
「
権
力
ソ
ー
ス
と
し
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
　
関
雄
二
は
、
中
央

ア
ン
デ
ス
形
成
期
（
紀
光
前
二
五
〇
〇
～
紀
元
前
後
）
に
お
い
て
、
灌
概
規

模
が
い
ま
だ
小
さ
く
、
余
剰
生
産
物
の
備
蓄
を
想
起
さ
せ
る
倉
庫
な
ど
が
不

明
瞭
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巨
大
な
祭
祀
建
造
物
の
構
築
と
増
設
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
注
目
し
、
食
糧
な
ど
の
必
需
財
、
主
生
産
物
財
政
が
未
発
達
の
段

階
で
、
労
働
力
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
投
資
が
他
に
先
駆
け
て
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
し
て
実
行
さ
れ
た
点
を
重
視
す
る
（
第
一
章
）
。

　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
社
会
資
本
の
集
中
の
プ
ラ
イ
ム
ム
ー
バ
ー
で
あ
る
と
す

る
視
点
は
、
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
の
成
立
に
前
方
後
円
墳
に
表
象
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

葬
送
儀
礼
を
介
し
た
中
心
周
辺
関
係
の
成
立
を
説
く
福
永
伸
哉
の
視
点
に
共

通
す
る
（
第
二
章
）
。
た
だ
し
、
福
永
は
あ
く
ま
で
そ
の
関
係
性
の
背
後
に
、
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長
距
離
交
易
、
具
体
的
に
は
朝
鮮
半
島
で
生
産
さ
れ
る
鉄
資
源
の
入
手
と
い

う
、
必
需
財
の
入
手
を
め
ぐ
る
広
範
囲
で
の
利
害
関
係
の
出
現
を
重
視
す
る

点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
経
済
的
環
境
の
変
化
に
対
す
る

各
地
の
エ
リ
ー
ト
層
間
の
調
整
手
段
こ
そ
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
わ

け
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
連
合
体
の
統
一
の
具
現
化
が
前
方
後
円
墳
の
出
現
で

あ
り
、
そ
の
統
～
形
態
は
中
央
権
力
の
一
方
的
な
支
配
や
搾
取
の
結
果
で
は

な
く
、
相
互
に
現
実
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
結
合
と
し
て
成
立
し
、
「
同
床

異
夢
」
的
な
相
違
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
共
有
は
円
滑
か
つ

　
「
平
和
」
裏
に
進
展
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
下
垣
仁
志
は
、
日
本
列
島
古
墳
時
代
に
お
け
る
葬
送
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
介

し
た
中
心
－
周
辺
構
造
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
（
第
四
章
）
。
と
く
に
周

辺
地
域
、
諸
地
域
の
儀
礼
が
申
央
に
吸
収
さ
れ
統
合
、
変
換
さ
れ
た
後
、
再

分
配
、
拡
散
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
の
提
案
は
興
味
深
い
。
さ
ら
に
こ
の
吸
収

一
再
分
配
に
よ
る
古
墳
祭
式
の
生
成
は
、
諸
地
域
が
新
た
な
祭
式
を
創
成
し

な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
破
綻
し
て
い
く
と
い
う
構
造
的
欠
陥
を
内
包
し
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
八
六
頁
）
。

　
　
～
方
、
森
下
章
司
は
銅
鏡
を
中
心
に
古
墳
時
代
に
お
け
る
器
物
の
生
産
と

授
受
、
保
有
形
態
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
（
第
九
章
）
、
福
永
や
下
血
と

同
じ
地
域
、
時
代
を
対
象
と
し
つ
つ
も
、
や
や
異
な
る
視
点
を
提
示
し
た
。

森
下
は
、
古
墳
時
代
前
期
に
お
い
て
銅
鏡
を
は
じ
め
と
す
る
青
銅
器
生
産
が

集
約
的
な
体
制
へ
と
変
動
し
た
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
分
布
状
況
に
注
目
し
、

中
央
か
ら
地
方
へ
の
「
配
布
」
の
具
体
像
に
つ
い
て
迫
り
、
生
産
と
授
受
の

　
一
体
性
を
指
摘
し
た
（
一
九
一
頁
）
。

　
日
本
列
島
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
略
に
つ
い
て
は

、
七
・
八
世
紀
の
宗
教
政
策
を
取
り
上
げ
た
菱
田
哲
郎
の
分
析
も
興
味
深
い

（
第
五
章
）
。
菱
田
は
『
日
本
書
紀
』
な
ど
か
ら
、
地
方
寺
院
に
お
け
る
護

国
経
典
や
金
光
明
経
の
受
容
の
あ
り
か
た
を
検
討
し
、
さ
ら
に
中
央
系
の
瓦

の
拡
散
の
あ
り
が
た
か
ら
、
経
典
、
僧
侶
、
技
術
者
を
伴
う
複
合
的
な
宗
教

普
及
政
策
を
み
い
だ
し
た
（
～
〇
五
頁
）
。
そ
し
て
、
七
世
紀
中
葉
以
降
に

お
け
る
生
産
分
野
で
の
新
た
な
規
格
の
出
現
、
税
と
し
て
の
求
心
的
な
物
流

の
確
立
期
に
お
い
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
が
重
要
な
政
策
を
果
た
し
た
こ

と
を
文
献
史
料
と
考
古
資
料
か
ら
読
み
解
く
の
で
あ
る
（
＝
六
頁
）
。
ま

た
、
菱
田
は
直
接
醤
及
し
な
い
も
の
の
、
七
世
紀
以
降
進
行
し
た
日
本
列
島

に
お
け
る
律
令
制
形
成
期
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
の
雛
形
が
、
先
行

し
て
国
家
形
成
を
達
成
し
た
中
国
王
朝
の
施
策
を
真
似
た
戦
略
で
あ
っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
点
は
、
福
永
が
指
摘
し
た
紀
元
三
世
紀
に
お
け
る
華
北
王
朝
の
冊
封

体
制
下
に
お
い
て
舶
載
し
た
三
角
縁
神
獣
鏡
の
配
布
を
通
し
た
倭
王
権
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
（
五
〇
頁
）
や
、
角
谷
英
則
が
伝
承
文
献
に
基
づ
き
検
討

し
た
鉄
器
時
代
後
期
／
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
（
八
～
＝
世
紀
）
に
お
け
る

北
欧
地
域
の
あ
り
か
た
（
第
七
章
）
と
の
類
似
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。
と
く

に
角
谷
の
議
論
は
、
共
同
体
の
意
向
に
常
に
左
右
さ
れ
、
と
き
に
殺
害
さ
れ

る
可
能
性
す
ら
あ
っ
た
鉄
器
時
代
後
期
の
「
王
氏
が
、
自
ら
の
正
当
性
を
外

的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
導
入
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
を
西
欧
文
明
か
ら
受

容
す
る
こ
と
に
よ
り
確
立
し
た
と
す
る
点
で
、
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
権
力
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
関
係
を
さ
ら
に
具
体
的
に
導
き
出

し
た
の
が
、
古
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
i
教
の
導
入
過
程
の
政
治

的
背
景
を
論
じ
た
堂
山
英
次
郎
の
議
論
で
あ
る
（
第
～
二
章
）
。
堂
山
は
広

大
な
領
土
支
配
と
土
地
管
理
を
必
要
と
し
た
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の
支
配
体
制
に

と
っ
て
、
社
会
全
体
が
職
能
区
分
と
土
地
区
分
に
よ
っ
て
把
握
、
管
理
さ
れ
、
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評書

祭
官
が
地
縁
的
社
会
組
織
の
上
に
置
か
れ
て
い
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
の
教
え
が

き
わ
め
て
好
都
合
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
帝
国
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し

て
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
（
二
五
〇
～
二
五
～
頁
）
。

　
以
上
、
本
書
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
権
力
の
関
連
に
つ
い
て
強
い
関

心
を
も
っ
た
論
考
が
数
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　
論
点
②
「
権
力
ソ
ー
ス
と
し
て
の
経
済
」
　
次
に
経
済
と
権
力
、
国
家
形

成
の
関
連
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
は
纂
修
品
財
政
（
≦
霧
臣
P

昌
き
8
）
と
王
権
の
関
係
に
つ
い
て
重
視
し
て
い
る
論
点
を
み
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

奢
景
品
財
政
あ
る
い
は
威
信
財
と
い
う
概
念
お
よ
び
用
語
は
、
今
日
の
日
本

考
古
学
に
広
く
普
及
し
て
い
る
。
本
書
評
に
て
、
そ
の
用
語
の
是
非
に
つ
い

て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
書
で
も
必
需
財
で
は
な
い
特
定
器
物
の

生
産
体
制
や
そ
の
分
布
に
言
及
し
た
論
考
は
多
い
。

　
西
江
清
高
は
、
中
国
、
二
里
頭
文
化
期
の
銅
礼
器
の
独
占
と
陶
重
器
の
配

布
に
つ
い
て
検
討
し
、
遺
跡
規
模
、
埋
葬
施
設
規
模
な
ど
を
含
め
た
検
討
か

ら
（
第
一
五
章
）
、
畿
内
的
地
域
と
二
次
的
地
域
か
ら
な
る
中
原
王
朝
政
治

域
と
そ
の
外
部
諸
地
域
と
い
う
「
中
国
」
前
世
界
の
原
型
を
み
い
だ
す
（
三

二
〇
頁
）
。

　
ま
た
、
日
本
列
島
の
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
お
い
て
青
銅
器
生
産
体

制
が
政
治
的
に
集
約
化
さ
れ
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
福
永
（
第
二
章
）
と
森

下
（
第
九
章
）
が
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
河
野
一
隆
は
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス

テ
イ
ン
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
紀
元
後
工
世
紀
代
の
東

ア
ジ
ア
に
お
い
て
中
国
帝
国
の
需
要
を
超
え
て
氾
濫
し
た
財
が
供
出
さ
れ
た

結
果
、
日
本
列
島
や
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
葬
制
の
場
で
そ
れ
ら
が
競
悪
馬
に

消
費
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
社
会
秩
序
を
表
象
す
る
と
い
う
厚
葬
墓
依
存
型
の

社
会
構
造
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る

（
第
一
六
章
）
0

　
～
方
、
主
生
産
物
財
政
（
器
皿
①
穿
き
8
）
、
必
需
財
と
王
権
の
関
係
に

つ
い
て
の
醤
及
も
前
者
に
比
べ
る
と
少
な
い
も
の
の
、
次
の
論
考
に
お
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
前
川
和
也
は
南
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
け
る
都
市
国
家
か
ら
領
域
国
家
の
変

遷
過
程
に
つ
い
て
、
土
地
と
水
の
管
理
、
す
な
わ
ち
必
需
財
の
生
産
の
観
点

か
ら
分
析
す
る
（
第
八
章
）
。
具
体
的
に
は
、
塩
害
に
よ
る
生
産
力
低
下
が
、

必
然
的
に
耕
地
面
積
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
結
果
と
し
て
領
域
国
家
と
い
う

新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
灌
瀧
環
境
の
変

化
と
そ
れ
に
依
存
す
る
人
々
の
対
応
と
い
う
関
係
は
後
に
触
れ
る
石
村
論
文

（
第
」
三
章
）
と
の
対
比
に
お
い
て
興
味
深
い
。

　
同
様
に
必
需
財
に
注
目
し
た
研
究
と
し
て
は
、
岡
村
秀
典
の
論
考
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
（
第
｝
○
章
）
。
岡
村
は
家
畜
と
国
家
の
あ
り
か
た
を
通
時
的
に

論
じ
た
。
ま
ず
、
龍
山
時
代
に
お
い
て
自
給
自
足
的
な
ブ
タ
畜
産
と
シ
カ
の

狩
猟
と
い
う
肉
供
給
体
制
を
保
持
し
て
い
た
農
耕
社
会
が
、
段
周
時
代
に
お

い
て
大
規
模
な
牧
場
経
営
を
前
提
と
す
る
ウ
シ
の
消
費
を
主
体
と
す
る
社
会

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
用
い
た
祭
儀
を
通
じ
て
君
臣
関
係
が
維
持

さ
れ
て
い
た
と
い
う
相
互
の
関
連
性
を
み
い
だ
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

中
国
古
代
社
会
に
お
い
て
家
畜
生
産
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
強
固
な
連
動
が
通

徹
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
家
畜
飼
育
に
基
づ
く
食
料
資
源
を
奢
移
品
と
み
る
か
必
需
財
と
み
る
か
に

つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
関
が
論
じ
た
中
央
ア
ン

デ
ス
形
成
期
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
財
と
の
結
合
関
係
の
脆
弱
性
（
三

五
頁
）
と
は
対
照
的
な
状
況
が
申
国
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
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あ
る
。

　
論
点
③
「
権
力
ソ
ー
ス
と
し
て
の
戦
争
」
　
権
力
と
戦
争
の
関
係
に
つ
い

て
も
、
様
々
な
議
論
が
こ
れ
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
軍
事
組

織
も
し
く
は
武
力
の
所
在
は
、
国
家
の
強
制
力
の
所
在
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

大
変
重
視
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
で
は
公
的
強

力
と
し
て
の
軍
事
論
は
影
を
潜
め
、
む
し
ろ
段
階
的
な
発
展
過
程
に
注
目
し

た
論
考
が
目
立
つ
。

　
渡
辺
信
一
郎
は
、
中
国
に
お
い
て
前
七
～
四
世
紀
、
鉄
製
農
具
の
出
現
に

よ
り
雑
草
駆
除
と
肥
培
管
理
過
程
の
高
度
化
が
可
能
と
な
り
小
農
民
経
営
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
、
結
果
、
彼
ら
が
従
来
の
戦
車
戦
の
担
い
手
で
あ
る
貴
族

層
に
か
わ
り
、
歩
兵
と
し
て
軍
役
負
担
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
（
第
一
一
章
）
。

　
こ
の
よ
う
な
軍
事
体
制
の
変
遷
過
程
は
、
松
木
武
彦
が
日
本
列
島
の
古
墳

時
代
に
み
い
だ
し
た
軍
事
体
制
の
変
遷
と
興
味
深
い
一
致
を
み
せ
る
（
第
三

章
）
。
ま
ず
、
松
木
は
紀
元
後
面
～
五
世
紀
に
お
い
て
一
般
成
員
の
同
意
と

信
服
に
よ
り
、
有
力
者
の
武
力
独
占
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

「
英
雄
時
代
」
的
軍
事
体
制
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
体
制
は
、
六
世
紀
に
お
け
る
鉄
・
塩
・
食
料
な
ど
の
生
産
を
直
接
掌
握

し
て
経
済
力
を
高
め
た
群
小
墳
の
被
葬
者
層
と
旧
来
の
伝
統
的
な
勢
力
と
の

緊
張
を
へ
て
、
体
制
的
・
機
構
的
に
成
熟
し
た
軍
事
体
制
へ
変
遷
す
る
と
結

論
づ
け
た
。
こ
の
う
ち
前
者
の
状
況
は
ア
ン
デ
ス
、
モ
チ
ェ
期
に
お
け
る
戦

闘
参
加
層
が
エ
リ
ー
ト
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
関
の
指
摘
と
相
通
じ
る

点
が
あ
ろ
う
（
三
〇
頁
）
。

　
論
点
④
「
空
間
構
成
と
王
権
」
　
本
書
で
も
第
三
部
「
空
間
と
王
権
」
と

し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
問
題
、
す
な
わ
ち
空
間
的
な
資
料
か
ら
国
家
形
成
を

論
じ
た
論
考
の
論
点
を
抽
出
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
宇
野
隆
央
は
中
国
新
石
器
時
代
か
ら
明
清
代
に
お
け
る
城
市
遺
跡
の
構
造

か
ら
、
五
千
年
間
に
及
ぶ
王
権
の
発
達
段
階
を
追
究
し
て
い
る
（
第
｝
七

章
）
。

　
一
方
、
伊
藤
淳
史
は
日
本
列
島
に
お
け
る
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
の
集
落
規

模
と
墓
制
、
墓
域
の
関
係
に
つ
い
て
、
対
象
を
山
城
地
域
に
絞
り
、
精
緻
で

厳
密
な
検
討
を
試
み
た
（
第
｝
四
章
）
。
わ
ず
か
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方

の
小
地
域
を
対
象
に
細
か
な
土
器
編
年
と
詳
細
な
分
布
状
況
に
基
づ
く
検
討

は
、
日
本
考
古
学
の
最
も
得
意
と
す
る
研
究
手
法
で
も
あ
る
。
伊
藤
は
こ
の

手
法
を
も
と
に
小
地
域
ご
と
の
集
落
格
差
を
指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
格
差
と

大
型
前
方
後
円
墳
の
分
布
が
～
致
し
な
い
と
い
う
き
わ
め
て
重
要
な
事
実
を

指
摘
し
て
い
る
（
三
〇
〇
頁
）
。

　
空
間
（
領
土
）
、
集
団
（
国
民
）
、
そ
の
空
間
と
集
団
に
行
き
届
く
秩
序
と

強
制
力
を
伴
う
国
民
国
家
へ
の
懐
疑
か
ら
、
国
家
形
成
期
の
領
域
問
題
を
扱

っ
た
論
考
と
し
て
は
、
次
の
二
編
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
国
民
国
家
論
の
超
越

を
標
榜
す
る
河
野
一
隆
は
、
今
日
の
国
家
の
領
域
区
分
で
も
あ
る
日
韓
の
領

域
を
四
～
勘
弁
紀
の
前
方
後
円
墳
分
布
を
用
い
て
痛
快
に
打
ち
破
る
（
第
一

六
章
）
。
河
野
は
対
馬
海
嫉
地
域
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
の
時
期
的
変
遷
か

ら
、
対
馬
↓
朝
鮮
半
島
栄
山
江
流
域
↓
壱
岐
と
い
う
前
方
後
円
墳
の
輪
番
的

展
開
を
読
み
と
い
た
の
で
あ
る
（
三
二
九
頁
）
。

　
同
様
の
視
点
は
朝
鮮
半
島
南
部
西
南
部
の
国
家
形
成
過
程
を
検
討
し
た
吉

井
秀
夫
の
議
論
に
も
み
い
だ
せ
よ
う
（
第
六
章
）
。
吉
井
は
百
済
中
央
勢
力

と
倭
王
権
中
枢
と
の
問
に
位
置
す
る
朝
鮮
半
島
南
部
栄
山
江
流
域
に
、
仲
介

機
能
や
半
独
立
性
を
み
い
だ
し
、
同
じ
地
勢
的
関
係
に
位
置
す
る
北
部
九
州

地
域
に
も
同
様
の
性
格
が
み
い
だ
せ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
＝
灘
四
～
一
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評書

三
五
頁
）
。

　
ま
た
、
石
村
智
は
爾
太
平
洋
地
域
の
紀
元
前
二
千
年
期
に
お
け
る
ラ
ピ
タ

人
の
拡
散
過
程
か
ら
、
「
海
の
社
会
」
に
お
け
る
社
会
進
化
プ
ロ
セ
ス
を
提

示
し
た
（
第
｝
三
章
）
。
石
村
は
ラ
ピ
華
人
の
人
類
史
上
稀
に
み
る
急
速
な

拡
散
の
背
景
に
、
枯
渇
を
省
み
ず
手
近
の
資
源
を
獲
得
し
資
源
の
枯
渇
が
現

実
と
な
っ
た
場
合
、
新
天
地
に
移
動
す
る
と
い
う
生
存
戦
略
を
指
摘
し
、
こ

れ
こ
そ
が
そ
の
時
点
の
環
境
に
対
す
る
最
適
な
適
応
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

　
藤
井
律
之
は
紀
元
後
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
北
朝
に
遊
牧
民
族
要
素
と
し

て
の
行
幸
・
武
威
の
誇
示
を
み
い
だ
す
（
第
～
八
章
）
。
藤
井
の
指
摘
す
る

「
動
く
皇
帝
」
の
存
在
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
日
本
列
島
中
央
部
と
い
う
き
わ

め
て
狭
い
領
域
の
な
か
で
の
王
権
の
所
在
を
論
じ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
河
内
王

朝
論
に
も
～
定
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
論
点
⑤
「
共
同
体
と
国
家
」
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
起
源
』
に
基
づ
け
ば
、

国
家
と
は
経
営
単
位
間
に
お
け
る
利
害
関
係
や
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
に
、

従
来
の
共
同
体
構
造
（
氏
族
制
度
）
を
破
壊
し
た
後
に
形
成
さ
れ
る
秩
序
の

総
体
で
あ
る
と
定
義
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
本
書
に
お
い
て
こ
の
視
点

か
ら
共
同
体
と
国
家
の
あ
り
よ
う
を
直
接
的
に
取
り
上
げ
た
論
考
は
少
な
い
。

　
渡
辺
信
一
郎
は
、
農
業
技
術
の
進
展
に
よ
り
小
農
民
経
営
が
紀
元
前
七
～

四
世
紀
に
か
け
て
の
中
国
で
広
域
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
説
き
、
彼
ら
が
軍

役
と
租
税
を
担
う
「
百
姓
」
と
な
る
こ
と
、
そ
の
成
立
と
相
前
後
し
て
、
旧

来
の
族
制
的
支
配
共
同
体
は
解
体
し
、
新
た
な
君
臣
関
係
と
官
僚
制
度
が
登

場
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
に
お
け
る
国
家
形
成
が
完
成
す
る
と
す
る
（
第

＝
章
）
。

　
岡
村
秀
典
も
、
同
様
に
戦
国
期
に
お
い
て
王
や
諸
侯
を
中
心
と
す
る
共
同

体
秩
序
が
崩
壊
し
、
宗
族
（
家
族
）
共
同
体
に
基
づ
く
整
然
と
し
た
身
分
制

や
犠
牲
の
序
列
の
確
立
を
指
摘
し
た
（
二
〇
五
頁
）
。

三
　
国
家
形
成
過
程
の
共
通
性
と
そ
の
課
題

　
本
書
は
、
多
彩
な
地
域
と
時
代
を
取
り
扱
う
一
八
本
の
論
考
集
で
あ
る
一

方
で
、
各
論
者
の
関
心
や
国
家
形
成
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
一
定
の
共

通
性
を
有
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
共
通
性
と
そ
れ
に
対
す
る
評
者
の
読
後

感
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
各
論
考
に
共
通
し
て
垣
間
み
ら
れ
る
の
は
、
国
家
形
成
に
お
い
て

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
果
た
し
た
役
割
の
強
調
で
あ
る
（
論
点
①
）
。
ま
た
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
初
期
要
因
と
す
る
国
家
形
成
の
円
滑
さ
や
容
易
さ
を
各
論
者

が
強
調
す
る
一
方
で
、
容
易
さ
に
反
比
例
す
る
そ
の
権
力
の
脆
弱
性
に
つ
い

て
も
多
く
の
論
者
が
注
意
を
促
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

　
ま
た
、
日
本
列
島
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
先
行

し
て
国
家
が
形
成
さ
れ
た
地
域
の
周
辺
に
位
置
す
る
地
域
に
お
い
て
、
一
次

国
家
に
よ
る
直
接
的
な
侵
略
や
植
民
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
介
在
と
し
て
統
治
制
度
を
含
む
諸
制
度
が
「
ゆ
る
や
か
に
」
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
二
次
的
か
つ
外
的
成
熟
が
先
行
し
た
国
家
形
成
が
な
さ

れ
る
事
例
が
認
め
ら
れ
る
点
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
権
力
形
成
の
初
期
要
因
あ
る
い
は
重
要
な
属
性

と
し
て
取
り
上
げ
た
論
考
に
は
共
通
し
て
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ

は
権
力
（
者
）
間
の
融
和
と
安
定
化
が
考
古
資
料
、
文
献
記
録
に
基
づ
き
、

き
わ
め
て
実
証
的
に
論
じ
る
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
支
配
一
包
支
配
層
の
関

係
性
の
な
か
で
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
構
が
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
た

の
か
が
不
明
瞭
な
点
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
直
接
的
な
支
配
あ
る
い
は
搾
取
の

関
係
で
は
な
く
、
権
力
者
と
被
支
配
者
の
両
者
が
共
通
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
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信
奉
す
る
と
き
、
実
際
的
な
財
や
労
働
力
の
収
奪
に
対
す
る
反
発
を
一
定
程

度
抑
制
す
る
機
能
が
期
待
で
き
よ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
共
同
体
と
国
家
と
い
う
論
点
の
低
調
さ
（
論
点
⑤
）
と
も
相

通
じ
る
今
日
の
国
家
形
成
論
の
傾
向
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す

な
わ
ち
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
敗
戦
以
前
の
日
本
国
に
お
け
る
政
治
体
制

を
経
験
し
た
研
究
者
の
多
く
に
は
、
国
家
に
対
す
る
根
源
的
な
不
急
感
に
基

づ
く
、
搾
取
や
支
配
構
造
の
解
明
と
い
う
姿
勢
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
あ
る

世
代
以
降
の
国
家
へ
の
姿
勢
は
、
そ
の
必
然
性
と
普
遍
性
の
重
視
と
い
う
姿

勢
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
の
是
非
を
論
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国
家
形
成
論
に
関
す
る
研
究
動
向
を
考
え
る
と
き
、

こ
の
問
題
は
意
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
評
者
は
国
家
形
成
論
に
お
け
る
共
同
体
論
に
つ
い
て
も
、
本
書
を

通
し
て
次
の
よ
う
な
課
題
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
、
石
村
智
が
提
起
し
た
社
会
進
化
の
別
シ
ナ
リ
オ
を
常
に
意
識
し

な
が
ら
国
家
形
成
論
を
論
じ
る
視
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
川
が
南
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ア
に
お
い
て
み
い
だ
し
た
よ
う
に
（
第
八
章
）
、
生
存
戦
略
と
し
て
領

域
国
家
形
成
と
い
う
選
択
が
あ
る
～
方
で
．
石
村
が
指
摘
す
る
国
家
形
成
と

は
別
の
「
シ
ナ
リ
オ
」
を
選
択
し
た
社
会
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
選
択
主
体
は
、
国
家
か
ら
想
起
さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な

社
会
組
織
で
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
国
家
権
力
と
個
々
の
共
同
体

の
関
係
は
、
そ
の
形
成
期
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
個
別
的
な
対
応
の
余
地
が

あ
り
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
河
野
が
論
じ
た
対
海
峡
を
は

さ
む
海
域
に
お
い
て
交
易
を
介
在
さ
せ
た
多
様
な
境
界
域
の
展
開
（
第
～
六

章
）
は
、
領
域
国
家
的
な
空
間
の
二
項
対
立
的
区
分
を
拒
絶
す
る
。

　
実
際
の
交
易
活
動
に
従
事
し
た
集
団
が
両
地
域
の
権
力
と
ど
の
よ
う
な
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

係
に
あ
っ
た
の
か
。
対
馬
や
壱
岐
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
考
古
資
料
の
状
況

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
権
力
下
に
あ
る
と
想
起
し
が
ち
な
列
島
と
い
う
朝
鮮
半

島
と
い
う
区
分
が
単
純
で
は
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
海
域
に
活

動
し
た
「
海
の
社
会
」
の
入
々
は
い
か
な
る
生
存
戦
略
に
基
づ
い
て
行
動
し

た
の
か
。
本
書
を
通
読
し
た
後
、
評
者
が
個
人
的
に
関
心
を
も
っ
た
テ
ー
マ

の
～
つ
で
あ
る
。

　
論
じ
残
し
た
論
点
や
課
題
は
多
い
が
、
研
究
領
域
が
細
分
化
さ
れ
、
各
分

野
に
お
い
て
も
と
も
す
れ
ば
思
考
停
止
に
な
り
が
ち
な
国
家
形
成
と
い
う

テ
ー
マ
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
本
書
に
敬
意
を
表
し
、
上
記
の
課
題
を
自

ら
の
も
の
と
し
て
今
後
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

①
国
巴
Φ
同
■
国
．
寒
§
O
ミ
昏
G
§
こ
。
凄
§
こ
§
恥
ざ
§
鼠
卑
§
§
電
§

　
ぎ
惑
韓
。
§
ω
け
磐
｛
o
註
d
臥
く
Φ
邑
蔓
軍
Φ
。
。
。
・
レ
リ
㊤
N

②
福
永
伸
裁
「
古
墳
の
出
現
と
中
央
政
権
の
儀
礼
管
理
」
咽
考
古
学
研
究
』
第
四

　
六
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
年
。

③
日
本
考
古
学
に
お
い
て
「
威
信
財
」
と
い
う
用
語
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、

　
弥
生
時
代
の
銅
鐸
（
春
成
秀
爾
門
銅
鐸
の
時
代
」
『
国
立
歴
史
昆
俗
博
物
館
研
究

　
紀
要
輪
第
一
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
九
八
二
年
）
そ
し
て
古
墳
時
代
の

　
副
葬
品
（
穴
沢
昧
光
「
三
角
縁
神
獣
鏡
と
威
信
財
シ
ス
テ
ム
（
上
）
（
下
）
」
欄
潮

　
流
』
第
四
報
・
第
五
報
、
い
わ
き
地
域
学
会
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

　
よ
、
つ
。

④
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
F
（
村
井
康
男
・
村
婦
陽
～
訳
）
『
家
族
・
私
有
財
産
お
よ
び

　
国
家
の
起
源
盛
国
民
文
庫
、
大
月
書
店
、
～
九
五
四
年
。

⑤
山
尾
幸
久
氏
、
都
出
比
呂
志
氏
、
溝
口
孝
司
氏
に
よ
り
国
家
形
成
に
つ
い
て

　
『
考
古
学
研
究
U
に
て
誌
上
討
論
さ
れ
た
内
容
は
、
世
代
間
の
国
家
形
成
論
に
対

　
す
る
課
題
、
問
題
意
識
の
書
聖
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
山
尾
幸
久
「
歴
史
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学
．
考
古
学
．
人
類
学
－
溝
ロ
論
文
に
触
れ
て
の
偶
感
1
」
『
考
古
学
研

究
』
第
四
四
巻
第
四
号
、
一
九
九
八
年
、
溝
口
孝
司
「
メ
タ
セ
オ
リ
ー
、
一
般
理

論
と
考
古
学
の
場
所
」
（
同
）
、
都
出
比
呂
志
「
国
家
形
成
史
の
比
較
考
古
学
の
提

案
」
（
同
）
）
Q

⑥
　
吉
田
　
広
「
武
器
形
青
銅
器
に
み
る
帰
属
意
識
」
噸
考
古
学
研
究
㎞
第
四
九
巻

　
第
四
号
、
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
目

　
　
（
A
5
判
　
三
九
一
頁
　
二
〇
〇
五
年
五
月
　
学
生
社
　
本
体
八
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
手
）

評書

（753）131


